
 
 
 
 

平成 19 年 4 月 27 日 

各  位 
東京都新宿区新宿三丁目 1 番 13 号 

キーウェアソリューションズ株式会社 
代表取締役社長 八反田 博 

(コード番号：3799) 
問い合わせ先 取締役経営管理室長 矢光 重敏 

電話 03－5369－1118 
 

 
平成 19 年 3 月期業績予想（連結・個別）の修正ならびに 

配当金の増額に関するお知らせ 

当

 
 

社は、平成 19 年 4月 27 日開催の取締役会において、下記のとおり業績予想の修正ならびに配当金の
増額を行なうことを決議いたしましたので、お知らせいたします。
 

記 
１．業績予想（連結・個別）の修正 

（１）平成 19 年 3 月期連結業績予想数値の修正（平成 18 年 4月 1日～平成 19 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 

（平成 18年 6月 7日発表） 
１８，８００ ６９０ ４４３ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ２０，００６ ８４０ ５４８ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） １，２０６ １５０ １０５ 

増 減 率            （％） ６．４％ ２１．８％ ２３．８％ 

（ご参考） 
１８，５２２ ７３１ ６８９ 

前期（平成 18 年 3月期）実績 

 
（２）平成 19 年 3 月期個別業績予想数値の修正（平成 18 年 4月 1日～平成 19 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
１５，９００ ４６８ ２５２ 

（平成 18年 6月 7日発表） 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） １６，５９８ ５８８ ３３０ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ６９８ １２０ ７８ 

増 減 率            （％） ４．４％ ２５．６％ ３１．１％ 

（ご参考） 
１５，７４８ ４７３ ４５４ 

前期（平成 18 年 3月期）実績 

 

２．修正理由 

  売上高および損益面における前期比での増加につきましては、システム開発事業のうち官庁ならび

に独立行政法人案件、鉄道、放送事業者向け案件、通信事業者向けＮＧＮ（次世代ネットワーク）案

件が大きく寄与しました。 

  総合サービス事業は、新たに開始したｋｅｙＣＯＭＰＡＳＳ事業を通じた「経営とＩＴの統合コン

サルティング」「ハイブリッド・シンクライアント・ソリューション」案件などにより新規顧客を開

拓することができました。また、HP-UX、Linux、Windows 系等のインフラ構築案件が好調に推移いたし

ましたが、ＥＲＰ事業、ＳＩ事業などは前期比で概ね横ばいの見込みであります。 

 

※本資料に掲載している業績予想は、現時点で得られた情報に基づき算定しており、リスクや不確定要素を

含んでいるため、実際の業績と異なる可能性があります。 
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※本資料に掲載している業績予想は、現時点で得られた情報に基づき算定しており、リスクや不確定要素を

含んでいるため、実際の業績と異なる可能性があります。 
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３．配当金の増額について 

 

（１）増 額 理 由 

      当社は、平成１８年６月７日付株式会社ジャスダック証券取引所に上場を果たし、当該時

に公表した事業計画を達成するため、鋭意企業運営を行ってまいりました。 

この結果、平成１９年３月期は、対事業計画、対前年同期比ともに増収・増益となる見込

みであります。 

 つきましては、株主各位のご支援にお報いするため、上場時に公表いたしておりました 

１株当たり年間配当金の増額に加え、上場記念配当金を実施することを決議いたしました。 

 

（２）増 額 内 容 

① 配当原資を利益剰余金（金銭）とする、上場時公表の１株当たり年間配当金１０円を 

５円増額し１５円とする。 

② 配当原資を利益剰余金（金銭）とする、上場記念配当５円を実施する。 

③ 剰余金の配当効力発生日を平成１９年６月１２日とする。 

 

      上記の結果、１株当たり年間配当金額は、１株当たり２０円となります。 

      なお、１株当たり２０円のうち５円につきましては、中間配当金として支払い済みとなっ

ております。 

   

 

４．配当政策の変更 

 

（１）変 更 理 由 

    企業の伝統的配当政策は、安定配当が主力となっておりましたが、近年株主重視の経営が

顕著になっており、利益に比例して配当金を増減させる「業績連動型配当」が増加傾向にあ

ります。 

 この状況を踏まえ、株主各位への利益還元を積極的に行い、長期保有株主の確保をはかる

ため、従前からの安定配当政策から業績連動型配当政策に変更いたします。 

 

（２）変 更 概 要 

現 行 配 当 政 策 変 更 後 配 当 政 策 

当社は、株主の皆様への利益還元を経営上の

重要課題の一つとして位置づけており、会社

の安定的な経営基盤の確保と安定的な配当

の維持を基本方針といたしております。 

平成２０年３月期以降、当社は、株主の皆様

への利益還元を経営上の重要課題の一つと

して位置づけ、１株につき１５円の安定配当

に加え、連結ベースでの株主資本利益率およ

び株主資本配当率を勘案し業績に応じた配

当を実施することを基本方針といたしてお

ります。 

 

以上 


